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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月12日(2008.6.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動物における表面状態の治療または予防のための医薬組成物であって、
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【化１】

（式中、
　Ｒ１およびＲ２は、任意に置換されたアルキルと、任意に置換されたアリールと、アラ
ルキルと、任意に置換されたヘテロアリールとからなる群から独立して選択され；
　Ｒ３およびＲ４は、水素と、アルキルと、アリールと、アラルキルと、ヘテロアリール
と、ヘテロアラルキルと、シクロアルキルと、ヘテロシクリルと、－ＣＯアリールと、－
ＯＣＯアルキルと、－ＯＣＨ２ＣＨ２ＯＨと、Ｏ（ＣＨ２）３ＣＯ２Ｈと、２－（モルホ
リノ）エトキシと、－（ＣＨ２）ｋＯＨ（式中、ｋ＝１、２もしくは３）と、－ＣＨ２Ｎ
Ｈ２と、－ＣＨ２ＮＨアルキルと、－ＣＨ２Ｎ（アルキル）２と、－ＣＯ２Ｈと、－ＣＯ

２アルキルと、－ＣＯＮＨ２と、－ＯＨと、アルコキシと、アリールオキシと、－ＳＨと
、－Ｓ－アルキルと、－Ｓ－アリールと、－ＳＯ２アルキルと、－ＳＯ２Ｎ（アルキル）

２と、－ＳＯ２ＮＨアルキルと、－ＳＯ２ＮＨ２と、－ＳＯ３Ｈと、－ＳＣＦ３と、－Ｃ
Ｎと、ハロゲンと、－ＣＦ３と、－ＮＯ２と、アミノと、置換されたアミノと、－ＮＨＳ
Ｏ２アルキルと、－ＣＯＮＨアルキルとからなる群から選択され、Ｒ３およびＲ４は任意
に置換され；および
　Ｒ５およびＲ６は、水素と、アルキルと、アリールと、アラルキルと、ヘテロアリール
と、ヘテロアラルキルと、シクロアルキルと、ヘテロシクリルと、－（ＣＨ２）ｎＯＨ（
ｎ＝１～３）と、－ＣＨ２ＮＨ２と、－ＣＨ２ＮＨアルキルと、－ＣＨ２Ｎ（アルキル）

２と、ハロゲンと、－ＣＨＯと、－ＣＨ＝ＮＯＨと、－ＣＯ２Ｈと、－ＣＯ２－アルキル
と、－Ｓ－アルキルと、－ＳＯ２－アルキルと、－ＳＯ－アルキルと、－Ｓ－アリールと
、－ＳＯ２Ｎ（アルキル）２と、－ＳＯ２ＮＨアルキルと、－ＳＯ２ＮＨ２と、アミノと
、アルコキシと、－ＣＦ３と、－ＳＣＦ３と、－ＮＯ２と、－ＳＯ３Ｈと、ＯＨとからな
る群から独立して選択され、Ｒ５およびＲ６は任意に置換され、さらにＲ５およびＲ６は
、これらに結合する環とともに任意に置換された芳香環を形成する）
の構造を有する化合物あるいはその薬学的に許容可能な塩、水和物、または溶媒和物を含
み、
　前記表面状態が、尋常性座瘡と、酒さと、乾癬と、アトピー性皮膚炎と、歯周病と、喘
息と、慢性閉塞性肺疾患と、炎症性腸疾患と、関節炎とからなる群から選択される、医薬
組成物。
【請求項２】
　Ｒ１およびＲ２のうちの１つが、任意に置換されたアリールである、請求項１に記載の
医薬組成物。
【請求項３】
　Ｒ１およびＲ２のうちの１つが、任意に置換されたヘテロアリールである、請求項２に
記載の医薬組成物。
【請求項４】
　前記任意に置換されたヘテロアリールが、任意に置換されたピリジルである、請求項３
に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　Ｒ１およびＲ２のうちの１つが、任意に置換されたフェニルである、請求項４に記載の
医薬組成物。
【請求項６】
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　前記任意に置換されたフェニルが、水素と、アルキルと、シクロアルキルと、アリール
と、置換されたアリールと、アラルキルと、－（ＣＨ２）ｋＯＨ（式中、ｋ＝１、２もし
くは３）と、－ＣＨ２ＮＨ２と、－ＣＨ２ＮＨ－アルキルと、－ＣＨ２Ｎ（アルキル）２

と、－ＣＯ２Ｈと、－ＣＯ２アルキルと、－ＣＯＮＨ２と、－ＣＯＮＨアルキルと、－Ｃ
ＯＮ（アルキル）２と、－ＯＨと、アルコキシと、アリールオキシと、－ＳＨと、－Ｓ－
アルキルと、－Ｓ－アリールと、－ＳＯ２アルキルと、－ＳＯ２Ｎ（アルキル）２と、－
ＳＯ２ＮＨアルキルと、－ＳＯ２ＮＨ２と、－ＳＯ３Ｈと、－ＳＣＦ３と、－ＣＮと、ハ
ロゲンと、－ＣＦ３と、－ＮＯ２と、アミノと、置換されたアミノと、－ＮＨＳＯ２アル
キルと、－ＯＣＨ２ＣＨ２ＮＨ２と、－ＯＣＨ２ＣＨ２ＮＨアルキルと、－ＯＣＨ２ＣＨ

２Ｎ（アルキル）２と、オキサゾリジン－２－イルと、アルキル置換されたオキサゾリジ
ン－２－イルとからなる群から選択される部分によって置換されたフェニルである、請求
項５に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　Ｒ１とＲ２の双方が、任意に置換されたアリールである、請求項２に記載の医薬組成物
。
【請求項８】
　Ｒ１とＲ２の各々が、任意に置換されたフェニルである、請求項７に記載の医薬組成物
。
【請求項９】
　Ｒ３が、水素、－ＯＨ、アルコキシ、またはカルボキシである請求項８に記載の医薬組
成物。
【請求項１０】
　前記任意に置換されたフェニルが、水素と、アルキルと、シクロアルキルと、アリール
と、置換されたアリールと、アラルキルと、－（ＣＨ２）ｋＯＨ（式中、ｋ＝１、２もし
くは３）と、－ＣＨ２ＮＨ２と、－ＣＨ２ＮＨ－アルキルと、－ＣＨ２Ｎ（アルキル）２

と、－ＣＯ２Ｈと、－ＣＯ２アルキルと、－ＣＯＮＨ２と、－ＣＯＮＨアルキルと、－Ｃ
ＯＮ（アルキル）２と、－ＯＨと、アルコキシと、アリールオキシと、－ＳＨと、－Ｓ－
アルキルと、－Ｓ－アリールと、－ＳＯ２アルキルと、－ＳＯ２Ｎ（アルキル）２と、－
ＳＯ２ＮＨアルキルと、－ＳＯ２ＮＨ２と、－ＳＯ３Ｈと、－ＳＣＦ３と、－ＣＮと、ハ
ロゲンと、－ＣＦ３と、－ＮＯ２と、アミノと、置換されたアミノと、－ＮＨＳＯ２アル
キルと、－ＯＣＨ２ＣＨ２ＮＨ２と、－ＯＣＨ２ＣＨ２ＮＨアルキルと、－ＯＣＨ２ＣＨ

２Ｎ（アルキル）２と、オキサゾリジン－２－イルと、アルキル置換されたオキサゾリジ
ン－２－イルとからなる群から選択される部分によって置換されたフェニルである、請求
項９に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　Ｒ３が、－ＯＨまたはカルボキシである、請求項１０に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　前記化合物が、表１から選択される化合物である、請求項１１に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　Ｒ３が、－ＯＨである、請求項１１に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　前記任意に置換されたフェニルが、水素と、ハロゲンと、アルキルとからなる群から選
択される部分によって置換されたフェニルである、請求項１３に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　前記ハロゲンが、クロロである、請求項１４に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　前記アルキルが、メチルである、請求項１５に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　前記化合物が、（ビス（３－クロロ－４－メチルフェニル）ボリロキシ）（３－ヒドロ
キシピリジン－２－イル）メタノンである、請求項１６に記載の医薬組成物。
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【請求項１８】
　前記化合物が、前記（ビス（３－クロロ－４－メチルフェニル）ボリロキシ）（３－ヒ
ドロキシピリジン－２－イル）メタノンの溶媒和物である、請求項１７に記載の医薬組成
物。
【請求項１９】
　前記化合物が、前記（ビス（３－クロロ－４－メチルフェニル）ボリロキシ）（３－ヒ
ドロキシピリジン－２－イル）メタノンの水和物である、請求項１７に記載の医薬組成物
。
【請求項２０】
　前記表面状態が、皮膚の炎症である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項２１】
　前記表面状態が、尋常性座瘡と、酒さと、乾癬と、歯周病と、関節炎と、アトピー性皮
膚炎とからなる群から選択される、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項２２】
　前記表面状態が、尋常性座瘡である、請求項２１に記載の医薬組成物。
【請求項２３】
　前記表面状態が、酒さである、請求項２１に記載の医薬組成物。
【請求項２４】
　前記表面状態が、乾癬である、請求項２１に記載の医薬組成物。
【請求項２５】
　前記表面状態が、アトピー性皮膚炎である、請求項２１に記載の医薬組成物。
【請求項２６】
　動物において炎症誘発性サイトカインの放出を阻害するための医薬組成物であって、請
求項１に記載の化合物含む、医薬組成物。
【請求項２７】
　前記炎症誘発性サイトカインが、ＩＬ－１βと、ＴＮＦ－αと、ＩＬ－６とからなる群
から選択される、請求項２６に記載の医薬組成物。
【請求項２８】
　前記化合物が、請求項１３に記載の化合物である、請求項２７に記載の医薬組成物。
【請求項２９】
　前記表面状態が、前記動物の口腔内に起こる、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３０】
　前記表面状態が、歯周病である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３１】
　前記表面状態が、歯周病である、請求項１７に記載の医薬組成物。
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